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本統計を利用する際の留意事項

　本統計で使用している次の⑴～⑶の語句の意味は、次のとおりである。

　県内労働基準監督署の管轄区域は、下記のとおりである。

 11月１日～３月31日の期間をいう

 本統計は、11月１日から３月31日までに発生した死亡及び休業４日以上の労働災害
（８月31日までに労働者死傷病報告の提出があったもの）のうち、労働者死傷病報告
を判読して、冬期特有の気象条件の影響を受けた労働災害であることが明らかなもの
のみ集計した。

五所川原市、つがる市、北津軽郡、西津軽郡

十和田市、三沢市、
上北郡（むつ労働基準監督署管轄区域を除く）

むつ市、下北郡、上北郡のうち横浜町・六ヶ所村

青森市（弘前労働基準監督署管轄区域を除く）、
東津軽郡

 降雪、低温、強い季節風等の冬期特有の気象条件
による積雪・凍結・寒冷に起因して発生する労働災
害をいう

 死亡及び休業４日以上の労働災害の被災者数をい
う

弘前市、黒石市、平川市、青森市のうち浪岡、
中津軽郡、南津軽郡

八戸市、三戸郡



１　冬期労働災害の発生状況

－１－

(２)　冬期労働災害の業種別発生状況

(３)　全労働災害に占める冬期労働災害の発生割合（11/1～３/31発生分）

(1)　冬期労働災害の発生状況の推移

出典１、労働者死傷病報告（様式23号）
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２　地域別・時期別冬期労働災害発生状況と気象状況(令和４年度）

出典１、労働者死傷病報告（様式23号）
出典２、気象庁ＨＰ「過去の気象データ（降雪量、平均気温）」

（１） 津軽地方〔青森市、弘前市、五所川原市、黒石市、つがる市、平川市、東西南北中津軽郡〕

（２）三八上北地方〔八戸市、十和田市、三沢市、上北郡、三戸郡〕

※、【平均気温】、【降雪量】の値は青森観測点のもの

※、【平均気温】、【降雪量】の値は八戸観測点のもの

（３）下北地方〔むつ市、下北郡〕

※、【平均気温】、【降雪量】の値はむつ観測点のもの

－２－
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出典１、労働者死傷病報告（様式23号）
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３　各種項目別 冬期労働災害発生状況（令和４年度）
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（６）発生場所別
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（４）発生原因別

（２）発生管轄別
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6
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番号 発生日時 業種 災害発生状況 事故の型 起因物

1
平成26年
12月
6時台

建設業
〔機械器具
設置工事業〕

軽自動車で、八戸市の建設工事現場に向
かう途中、凍結した路面でスリップして対向車
線にはみ出し、対向して走行してきたトラック
と衝突した。

交通事故
乗用車、
バス、
バイク

2
平成28年
12月
7時台

製造業
〔その他の
製造業〕

出勤のため、事業場構内を歩行中、凍結し
た路面で転倒した。

転倒
その他の
環境等

3
平成28年
12月
8時台

商業
〔その他の
卸売業〕

青果場の敷地内に駐車していた乗用車の
後方で、頭部から出血し倒れている被災者が
発見された。

転倒
その他の
環境等

4
令和2年
12月
5時台

商業
〔新聞販売業〕

新聞配達のため県道を歩行していたところ、
後方から走行してきた乗用車にはねられた。

交通事故
乗用車、
バス、
バイク

5
令和3年
１月
23時台

建設業
〔土木工事業〕

除雪作業中、後進してきたトラクター・ショベ
ルに轢かれた。

激突され
整地・運搬
・積込み用
機械

6
令和3年
２月
10時台

建設業
〔その他の
建設業〕

建屋の雪下ろし除雪作業中、屋根に積もっ
ていた雪が滑り落ち、その雪とともに屋根か
ら滑落した。

墜落、転落
屋根、はり、
もや、けた、
合掌

7
令和4年
２月
18時台

建設業
〔土木工事業〕

現場作業終了後、社有車に４名が同乗して
帰宅中、道路上の積雪にハンドルを取られて
スリップし、道路脇の防雪柵に衝突した。
その際、後部座席に乗車していた労働者が
車外に投げ出された。

交通事故
乗用車、
バス、
バイク

8
令和4年
２月
14時台

建設業
〔土木工事業〕

除雪作業中、前進してきたトラクター・ショベ
ルに轢かれた。

激突され
整地・運搬
・積込み用
機械

9
令和5年
２月
11時台

保健衛生業
〔社会福祉施設〕

　事業場の出入口付近の除雪を行っていたと
ころ、隣接する建物の屋根から雪が落下し、
被災者に激突した。

飛来、落下
その他の
環境等

（平成２６年度～令和４年度）

４　死亡に係る冬期労働災害の概要

－４－


